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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は次の 2 つである。1 つは、アジア・アフリカの発展途

上国における環境保全や安全管理の意識向上のための住民啓発用教育ツールの開発を行なうこ

とである。2 つめの目的はツールを現地で実施し、その教育効果の評価を行うことである。 

 研究過程では、パキスタンとインドでの文化人類学的調査を実施し、ツール開発のための資

料を収集した。また、先進国で用いられている教育ツールを分析し、応用の可否を探った。研

究期間内で研究チーム全体で著書 3（共著含む）、論文 14 を発表し、最終成果として 2 種の教

育ツールを作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： This study has had two purposes; designing the teaching tools 
for environmental education for school pupils in less developed countries and areas, and 
evaluating the tools as the final products in the real settings where the data were 
originally collected. For these purposes, a series of anthropological researches were 
conducted in Pakistan and India. Along with this, conventional educational tools used 
mainly in advanced countries were analyzed with a view to applying their basic concepts 
to the ones this research team has been working for. In the process of the research, 
seventeen (17) publications have been produced in all, and two original teaching tools 
were designed as a result.     
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１．研究開始当初の背景 

アジアやアフリカの発展途上国における

地域開発や低所得者層の経済的浮上計画で

は、環境問題や安全に対する住民の意識高揚

の必要性が叫ばれている。しかしそのための

教育ツールや啓発の機会は数少ない。住民対

象に配布される既存のツールの大部分は、識

字問題があるにもかかわらず文字で溢れた
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パンフレットであったり、中央政府の関係部

署や地方自治体からの係官による一方的説

明会ということが多い。 

 わずかながら入手可能な既存の啓発ツー

ルについては、研究代表者のチームも収集し

検討したが、難解な内容が多く（鈴木 

2009b)、実際に使われる頻度は少ない。大人

向けばかりではなく、子供向けの教材は、ユ

ニセフや赤十字、一部の NGO が使っているい

くつかの例外を除けば、皆無と言っていい状

況であった。 

 このような状況分析のもとに、研究代表者

らのグループは、2009 年東アフリカのモザン

ビーク共和国で行われた世界銀行の CASM が

開催した年次総会で、開発した幼児教育資料

を提示した。参加者からは、同種の教材がな

かったこと、またその完成度の高さの両方か

ら、好意的な評価を受けた。そして、こうし

た教材のいっそうの開発と提供を開発途上

国の政府関係者や民間の団体から強く求め

られた。以上が本研究に着手した背景であ

る。 

 

２．研究の目的 

 本研究は以下の 2つの目的を掲げた。 

(1) アジア・アフリカの発展途上国におけ

る環境保全や安全管理の意識向上のため 

の住民啓発用教育ツールの開発を行う。 

 

(2) 開発した教育ツールを現地研究協力 

者によって現地で実施してもらい、その 教

育効果の評価を行う。 

 

３．研究の方法 

 研究の遂行にあたっては、研究統括者と分

担者は独立して作業を行いながら、年度途中

で成果を確認し合うための会合を実施し、情

報の交換と研究の質の向上を図った。 

 それぞれの研究分担は次の通りである。 

(1)文化人類学的調査 

 研究代表者の鈴木は、南アジアの農村地区

とのつながりがあることから、基本的な現地

情報と分析を担当した。資料収集の拠点は、

パキスタン・イスラム共和国のパンジャブ州

であった。この州の農業地域の集落での小学

校で調査を行った。そして、その資料を基に

して教育ツールを試作し、その応用性と汎用

の可能性を検討するためのさらなる資料収

集を実施した。 

 

(2)既存の教育ツールの検討 

 研究分担者の吉川は、既存のツールの分析

とその応用性を確認し、鈴木が収集した資料

を組込んだツール開発のための準備を行っ

た。 

  

４．研究成果 

(1) 教育ツールの製作 

 本研究の最終成果の 1 つとして、現地で 

の調査を基にして、2 種の教育ツールを製作

した。1 つは、処分ゴミ・再利用資源ゴミの

分別を学ぶためのカードゲームで、「Card  

Sorting Game（カード分けゲーム）」と名付

けた。このゲームのプロトタイプは現地の小

学校に預けており、児童は利用できる。 

 2 つめは、コミュニケーション・ゲームで

ある。これは環境汚染を感じ取る事ができる

現地での風景をカードに印刷したものであ

る。カードを基にして、参加者は、目の前に

示された環境の状況がどのようになれば良

いのか、またそうするための手立てを交渉

（コミュニケーションをとる）しながら、地

域の環境保全のプログラムを構築する。

「What and how can you do with this ?（ど

うすればいい）」と名付けている。 

 

(2) シンポジウムへの参加 

 2012 年 7 月 22 日 静岡大学防災総合セ 

ンター主催「リスク・コミュニケーション 

集会：放射能の場合」（研究代表者はコーデ

ィネーター、分担者はパネリストとして参

加）会場：静岡大学東京事務所内国際ホール

（東京工業大学キャンパス・イノベーション

センター施設）。 

 

(3)  本研究の代表者が研究期間内の 2012

年 3月までに発表している論文へのアクセス

数については、静岡大学付属図書館リポジト

リから入手可能。以下参照。

http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/handle/102

97/6836 から 6838 
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